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要

目 的 :黄色背景野に青色検査視標を呈示する視野測

定法である blue― on― yenOw perimetry(B/Y)の 正常者

における短期変動 (short term fluctuation,SF)に つい

て,自 色背景野に自色検査視標 を呈示する white― on―

white perimetry(W/W)と 比較検討 した.

対象と方法 :視野測定が未経験で眼疾患のない25例
25眼を対象とした。B/Yと W/W視野測定を各5回 行
い,そ のSFを 比較検討した。視野測定には,自 動視野計

(Humphrey Field Analyzer 750)を 用いた。

結 果 :B/Yの SFは 1回 目で2.02 dBで あり,2回
日以降と有意差があつた。2回 目から 5回 目までは有意
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差がなかつた.1回 目のB/Yと W/W,2回 目のB/Yと
W/Wの短期変動には,そ れぞれ有意差があった。B/Y
については,すべての回でW/Wよ り大きなばらつきが

あった.

結 論 :B/Yの測定結果の判定には個人差があり,初

回とそれ以降とでは変動があることを考慮することが必

要である。(日 眼会誌 103:108-111,1999)

キーヮード:Blue― 。n― yenow perimetry,white― 。n―

white perimetry,視 野,短期変動,青錐体
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Abstract
Purpose:To evaluate short term fluctuation(SF) W perimetry at the first two sessions. The SF of B/

of blue-on-yellow perimetry(B/Y)as compared with Y perimetry showed wider fluctuations than those

white-on-white perimetrv(W/W)in normal eyes. of W/W perimetry at each session.

Subjects and Method : One eye each of 25 Conclusion : B / Y perimetry in normal eyes

healthy persons underwent B/Y and \{/W perimetry showed individual differences as well as fluctuations
repeated 5 times each. The test subjects had no pre- between the initial and consecutive sessions. This
vious experience of perimetry. An automated pe- feature has to be considered in interpretation of the

rimeter, Humphrey Field Analyzer, model 750, was findings. (J Jpn Ophthalmol Soc 103: 108-111, 1999)

used throughout.
Results: The SF at the first session of B/Y pe- Key words:Blue-on-yellow perimetry, IYhite-on-

rimetry averaged 2.02 dB. This value was signifi- white perimetry , Visual field , Short
cantly different from those of the .subsequent 4 ses- term fluctuation, Short-wavelength sen-

sions. Each of SF of B/Y perimetry at the first two sitive cones

sessions was significantly different from that of W/

I緒  言

近年,青錐体系反応の測定を可能とした自動視野計 と

して,short― wavelength automated perimetry(SWAP)

(Humphrey lnstruments,San Leandro,Calif.)が 開発 さ

れ,そ の有用性が指摘されている1)｀ 1・ 。本法は,高輝度の

黄色背景野に青色検査視標を提示することにより視野測

定が行われることからblue― on‐ yellow perimetry(B/Y)

と命名されている1)9'日 )。 しかし,青色検査視標に対する感

度には,中 間透光体の透過特性が関与するとともに,個人

差および閾値のばらつ きが大きいなどの問題点が指摘さ

れ:2),検
査結果の判定に苦慮する例に遭遇することがあ

る.

そこで今回,我々は視野検査未経験の正常被検者を対
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図 l Blue― on― yellow perimetry σ)short term fluc‐

tuation.

平均値±標準偏差,*:Pく0.05,N.S.:not significant

l回 日と2回 日以降で有意差はあったが,2回 日と 3回

日以降では有意差はなかった。

象としてB/Yと 白色背景野に自色視標を提示する通常

のwhite― on― white perimetry(W/W)の 短期変動(short―

term luctuation,SF)に ついて比較し,そ の差異からB/

Yの単一視野内のばらつきおよび初回検査の問題点につ

き検討した。

II対 象 と方 法

対象は,B/Yで は年齢18～ 30歳 (平均23±5歳 )の 25

例25眼 (男 性 12例 12眼 ,女 性 13例 13眼),W/Wで は

年齢 23～30歳 (平 均 25± 3歳)の 25例 25眼 (男 性 10例

10眼 ,女性 15例 15眼 )であり,両群の平均年齢に統計学

的に有意差は認められなかった。いずれも過去に自動視

野測定の経験がなく,眼疾患を有さず,裸眼視力が 0。 7以

上,矯正視力が 1.0以上で,矯正屈折度数が±1.OD以下

であった.

視野計には,Humphrey Field Analyzer 750(Humphr―

ey lnstruments,San Leandro,CalI。 )を 用い,閾 値 検 査

プログラム 30-2に より視野測定を施行した。視野測定は

B/Y,W/Wと もに日を変えて,同 一時刻に5回 施行し,

各検査の間隔は1週間とした.

B/Yに は SWAPを 使用 した。本法では黄色背景野用

フィルターとして,530 nmよ り短波長をカットするフィ

ル ター(Schott OG 530 1lter,Schott Glaswerke,Mainz,

ドイツ),青色検査視標用フィルターには主波長 440 nm

C)フ ィル ター (OGLI blue filter,Optical Coatings,Dun―

ねrmline,ス コッ トランド)が用い られている.黄 色背景
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輝度は 100 cd/m2,刺 激時間は200 msec,検 査刺激サイ

ズをGoldmann視野の視標 V(64 mm2)に 相当する大き

さで視野測定を施行した.一方,W/Wでは通常の視野測

定法に基づき,自色背景輝度は31.5 asb,刺 激時間は200

msec,検 査刺激サイズをGoldmannの 視標 IⅡ (4mm2)

に相当する大きさで視野測定を施行した。今回は,両視野

測定ともに固視不良は10%以下,偽陽性および偽陰性は

20%以下のものを対象とし,そ れ以上の値を示した症例

は対象から除外した。また,B/Y,W/Wと もにSFの 測定

点はすべての回で同一点であった。

以上の視野測定法により,W/W群 お よびB/Y群 の

SFを 求め比較検討 した。また,両 群の平均感度(mean

sensitivity,MS)と SFの 関連についても検討 した。各群

間の有意差検定において,独立した 2群の差の検定には

Mann― Whitney U検 定,関 連 した2群 の差の検定には

Wilcoxon符 号付順位和検定を用いた.いずれも5%の危

険率で有意と判定した.

Ш[結  果

B/Yにおける1～ 5回 目までのSFの平均値と標準偏

差を図1に示した。同様に,図 2に W/Wの各回のSFを

示した。B/Yに おけるSFの 平均値および標準偏差は,1

回 目|で は 2.02」■0.97,2回 目 1.64± 0.55,3回 1目 1.55士

0.47,4回 目 1.52± 0.51,5回 目1.51± 0。 47と ,咸 少す る

傾向がみ られ,平均値,標準偏差ともに 1回 目と2回 日以

降で統計学的に有意差があったが,2回 目と 3回 日以降

では有意差はなかった.一方,W/Wに おけるSFの平均

値±標準偏差は,1回 目は1.13± 0.34,2回 目1.26±

0.21,3回 目 1.13± 0.35,4回 目 1。 18± 0.28,5回 目1.12

±0。 21で あ り,ほ ぼ一定の値を呈 してお り,平均値 ,標準

偏差ともに1回 目と2回 日以降において有意差はなかった。

さらに,B/Yと W/Wの SFについて平均値を比較し

た結果,B/Yの 1回 日とW/Wの 1回 目およびB/Yの 2

回目とW/Wの 2回 目とでは,それぞれ統計学的に有意

差があった。しかし,3回 日以降においては有意差がみら

れなかった。標準偏差については,B/Yで はW/Wと 比

較してすべての回で大きく,W/Wよ り個人差が大きい

ことが示された.

また,両群の各回の MSを表 1に示 した.B/Y群では 1

回目と 2回 目で有意差はあったが,2回 目と 3回 目以降

では有意差はなかった。W/W群 ではすべての回で有意
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表 l Blue‐on―yellow perimetry(B月 のと white‐ on‐white perimetry

(wハv)の平均感度

1回 目 2回 目 3回 目 4回 目 5回 目

B/Y 24.9± 2.63 26.5± 1.95 27.3± 1.66 26.6± 1.61 26.6± 1.56

*

やヽア/ヽV  29.9 ■ 0.63  30.0 ニヒ 0.65  29.9 ± 0.83   30.4 ± 0.84  31.0 ± 0.71

平均値±標準偏差(dB)*:p<0.05



図 2 Whte‐ on― white pe五 nletryの shOrt term■ uc‐

tuation.

平均値±標準偏差 ,NS:not significant

l回 目と 2回 日以降で有意差はなかった .

差 はなかった。さらに,SFと MSの相関 について,B/Y

群では MSが大きいほどSFが小さくなる傾向がみられ

た(Y=7.3008-0.2142X,R=-0.925,P<0.001)。 W/1Ⅳ

群では,相 関関係はなかった(Y=2.3895-0.0405X,R=
-0.3101).

IV 考  按

B/Yにおいては,特 に緑内障の早期診断に有用である

ことが指摘されている1)｀・ ).我 々も青錐体系反応の測定

においてW/Wよ り異常が強調されること,あ るいは異

常のパターンが異なることを経験している|卜 16)。 しかし,

青錐体系反応の測定においては中間透光体の透過特性な

どが関与するため,閾値のばらつきや個人差が大きいこ

となどから判定の難しさも指摘されている12)。 そこで今

回,視野検査の経験のない正常被検者を対象としてB/Y
とW/Wを 測定し,SFか らみたB/Yの 単一視野測定内

におけるばらつきおよび初回検査の問題点について検討

したものである。SFは 1回の視野測定における閾値の変

動を示すものであり,通常 10の 測定点から算出されてお

り,W/Wで は 1.0～ 2.5 dB位 までが正常範囲といわ

れ0,B/Yで はやや大 きいとする報告がなされてい

る18)。

今 回の検討において もB/Y,W/Wの いずれの SF

もW/Wの正常範囲内であったが,B/Yの方がやや大き

な値を呈していた。また,B/Yに おけるSFは 1回 目と2

回目以降では有意差がみられたが,W/Wで は1～ 5回 目

まではぼ近似の値を呈していた。したがって,今回の結果

から,B/Yに おいては,W/Wと 比較して変動が大きいこ

とが確認された。また,標準偏差もB/Yで W/Wよ り有

意に大きかったことから個人差もB/Yで大きいことが

示された。W/Wに おいて,検査回数により閾値が変動す

るため初回検査は無視すべきであるといわれている19)

が,今回の結果からB/Yにおいても初回検査は無視すべ

きであると思われた.

SFに影響を与える因子として,緑 内障2。),MS21),偽 陽

性,偽陰性″),慣 れ1"な どが報告されている。今回,W/W
ではMSと 検査回数に有意差はなく,SFと も相関しな

かったが,B/Yで は初回と2回 目のMSに 有意差があ
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り,MSが小さいほどSFは大きくなる傾向を示した。B/

Yの SFお よび長期変動について視野検査の経験のない

被検者においても検査回数で有意差はないとする報告23)

もあるが,視野は,被検者の視野測定に対する経験の度合

い,集中力,疲労などの影響を受けるため,今回は視野測

定未経験者を対象としたことから,経験や疲労などがば

らつきを大きくした一因と考えられる.さ らに,W/Wと
B/Yの背景輝度の差およびB/Yの背景輝度と検査視標

の組み合わせもばらつきの一因であることも推察され

る.検査視標の大きさについて,今 回はW/Wでは Gold‐

mannの検査刺激サイズ IⅡ,B/Yで はGoldmannの 検査

刺激サイズ Vを用いた。視標の大きさとSFと の関係に

ついては,W/Wにおいて刺激サイズ IIIと Vで SFに大

きな差異はないとの報告があ り
4),今

回の両視野測定法

における SFの差異においても検査刺激サイズによる影

響は少ないものと思われた。

以上の結果から,特に視野測定未経験者におけるB/Y

の判定にはこれらの閾値の変動,あ るいは個人差を考慮

することの重要性が示唆された。特に視野測定結果の信

頼性を考慮すると,B/Yに おいてもW/Wと 同様に初回

検査は無視することが望ましいと思われた。B/Yは W/
Wと 比較 して鋭敏ではあるが,今後さらに個人差 ととも

に疾患別の閾値変動についても検討を要するものと思わ

れた。
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